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複素芳香族化合物の一種であるカルバゾールは，電子的かつ光学的な特性を示すことが知られて

いる．それゆえ，近年カルバゾールが組み込まれた様々なp共役系化合物にキラリティを導入し，
特異なキロプティカル特性を発現させる試みがなされている 1．そうした分子の一つとして，今回

我々は，軸性キラルなベンゾ[a]カルバゾール誘導体を設計し，アルキンのエナンチオ選択的ヒドロ
アリール化による触媒的不斉合成について検討した． 
先に我々は，塩基触媒によって生じる軸性キラリティを有するビニリデン o-キノンメチッド

（VQM）の立体選択的環化反応を鍵とする多環芳香族化合物の不斉合成法の開発に成功している
2．今回，本手法を架橋アルキン−インドール系 1 に適用することで，VQM のヒドロアリール化に
よるベンゾ[a]カルバゾール 2の触媒的不斉合成を試みた．その結果，1にキラル塩基触媒としてシ
ンコニジンを作用させると，Sa−2が高収率かつ高い光学純度で得られることを見出した．このこと
は，1から Saの絶対配置を有するキラルな VQM中間体が高エナンチオ選択的に生じ，インドール
の 3位との間で立体特異的な環化反応を起こした結果として理解できる．本法は，キラルな有機触
媒を用いるアルキンの不斉ヒドロアリール化の最初の例である．発表では，反応条件や結果，推定

反応機構について詳細に報告する． 
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